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概要

市販されている各種槍型噴霧ノズルを用い、天井面を破壊して小屋裏等に放水する場合の、放水特性及び天井被擁の

可否について検証を行ったその結果、槍型噴霧ノズコレの種類により放水特性がそれぞれ異なること、天井面の材質等

の違いにより破鎮の可否が左右されることが検証された唱

1 はじめに

現在、木造建物の小屋嚢k災に対して、消防隊はとび口で

天井面を破捜し開口部をあけ、そこから小屋裏に向け放水して

いる。

壁体や天井面の破壊及ひその内部への放水の2つの機能を持

つ資器材を使用し、破壊と放水を1つの蹴材で行うことで、

池A活動が効率的になると考えられることから、本検証では、

これらの機能を宥する蹴矧つが小屋裏及びロフトタイプの小屋

裏物置等の火災(以下、 [小屋裏火災等j という)にどの程度

有効であるのか書留意した唱

2 実施期間及t均所
(1) 期間

平成22年7月から平成23年3月

ω 場所
東京消防庁消防ぜ術安全所及協鯨消防庁消防学校

3 検証項目

(1) 期開の消火性能

表Hこ示すNO.1 "-'NO. 3の資器材(以下、 「破壊ノカレjと

いう)を使用し、助k時のノズル根元圧力(以下、 「ノスツL元

圧jという)と放水訪日量の関係及ひ激水形状を把握した。

(2) 破壊ノズパ停による天井面の破壊作業性

表1に示す全ての溺樹を使用し、天井有及びロフト等の床

材に対する破壊作業上の有効性を確認した。

表1 破壊ノズル等

写真

NO. 

名称

全体

1 

蒼梯型車霧ノズj~①

2 

新槍型噴霧ノズル②

3 

槍型責霧ノズ〉レ

4 

とび口

曹~詰毘司・・
-~円 --面画面
置也掴圃圃圃..  凪圃P1mIIi圃ー圃園田園圃圃圃圃圃
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長さ (c同 | 問

重さ(kg) 7.7 

材質 sus却4也氏
放水圧力o.1Pa) O. 7 O. 9 

財緬刷ゆ| ω 170此

放水穴の値敵 L niD:I 上:12個
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|下:12個|
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※ 既製品に、より広範囲に肋kできるよう放水穴を増設したもの。
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4 実験1 破壇ノズ}IA)放水流量及t朗財く形状の測定

(1) 測定条件

ア放水要領

肋k体形を、図1に示す。洗Jく栓に部署したポンプ草から、

電磁詐温計を介して長さ 2加、口径65nmの消防用ホース1本を

延長し、その先端には、放水台座に破壊ノスルを地平面に対し

て垂直上方に向けて取り付けた。(写真L 写真2参照)。

圧力変換器

ノズル

口径65mm短尺ホースx1本
(長さ5m)

口径65mmホースX1本
(長さ20m)

図1 話ok体形

写真1 電磁流量計設置状況 写真2 破壊ノズル設定お兄

イ測定項目及v測定蹴告
測定項目及ひ測定蹴持表2に示す。

実験l土ノズル元圧をO.白血ごとにO.3MPaから LOMPaまで

設定し、各々のノズ;L先回寺の放水前嘩を測定するとともに併
せて放水芳獄の映像を収録した。ノズル完圧及税財く流量のデ

ータ収錫土、各測定値が一定の値を示したところから 10秒品折

った。

表2 測定項目及7J;則定槻E

測定項目 祖ljjB鍛号

射て流量
電磁語「温去十

(データ収録:データロガー収銅弘明1秒)

ノスツLヲ白王
圧力変掛~(定格容量2MPa)

(データ収録:データロガー収銅も宵1粉

放水形伏 デジタルビデオカメラ

(2) 測定結果

測定結果を次ページ表3に示す。なお、測定値はデータ収録

を行った10秒間の平剛直である。

ア新槍型噴霧ノカl①

放水流量は、ノズル元圧O.7MPaのとき341.2νminであり、

カタログで示された放水流量 (330ν回n)とほ国司量で、あった
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放水形状は、ノズ〉玩圧の上昇に関わりなく水平苅向及てF垂直

方向の両方向に及んた

イ新拍型噴霧ノズ11-②

放水祈直は、ノズノL元圧O.九fPaのとき 189.4L;i凶nであった。

このノズルのカタログで示されtdi財く流量は、 0.9MPaのとき
170L/min以上であり、実測した結果2∞L/町を超える肋k流
量iJt得られた。放水形伏は、ノズ/1-完圧0.5MPaまでは水平方向

への拡がりが観奈され、o.脚 a以上になると垂直方向への脳5
りも顕著になった。

ワ槍型噴霧ノズノレ

槍型噴霧ノスツレ広当庁の機器技芥資料(昭和62年11月、

槻号4-3-4) (以下、 「機器度前貸料Jとしづ)に記載され

ている槍型噴霧ノズルと同型のものであり、放水流量は、機器

技術資料にほぼ等しい結果となった唱捌く形状はノズル元圧の

上昇に関わりなく水平苅司のみであった唱

(3) 考察

破壊ノスツLのノズノL売圧と放水流量の関係を図2に示す。図

2より、検証対象とした破壊ノスツレの財t流量は新槍型噴霧ノ

ズル①が最も多く、次いで薪槍型噸霧ノズル②、槍型噴霧ノズ

ルの順となった。新槍型噴霧ノズル①は、当庁におけるガンタ

イプノズルでの建物火災対応時の標準祈温 (230""-'360L/rnin)と

ほ剖司程度の肋k流量であり、新槍型噴霧ノカし②及。噛型噴
霧ノズルについてもフォグガンとほぼ同程度の放水流量であっ

た。一方、各破壊ノズルの放水形伏は表3に示すとおり、新槍

型噴霧ノズル①及ひ噺槍型噴霧ノズル②は、水平及ひ垂直の両

方向への噴霧肋kが観諜されたカ噛型噴霧ノズルについて刷く
平方向ハの放水が主て垂直方向に対しては他の破壊ノカレと比

較して劣っていた4

小屋裏等の閉鎖空間の消火においては、当該空間に多量の噴

霧放水を広範囲に行うことカ効果的と考えられる。新槍型噴霧

ノカレのように水平方向原理直方向の両方向への放水がなさ

れるノスツレ桝劫である。

5∞ 

0 

0.0 0.1 0.2. 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 O.自1.0 1.1 

ノズル元正(MPa)

図2 破壊ノズルの放札荒量



O.3MPa 

新槍型噴霧ノズ〉レ①

表3 測定結果

新槍型噴霧ノズル② 槍型噴霧ノスツレ

233.8L/min 

形伏

流量

形伏

流量

形状

苛百量

形伏

流量

形伏

流量

形伏

流量

形伏

流量

戸害事-珂
|量通区雌理問削

265.4L/min 

287.0L/min 

318.3L/min 

.，珂
i函極量;ιzヱ竺.主-.r.I

341. 2L/min 

一一
365.9L/min 

戸えるI珂
|臨時~ぷ平沼『

383.7L/min 

戸号本 軍l
|益盟ぷ盟主目

412.9L/匝n

山ι品匡b弘-亭正ζ耳で~--=-~!::Dì問守雪竺引て鞠帽咽鴫恥脳 目
iL:":唖ιι一~ふ一晶~ぷlIIlγ1戸貯一ぞ守ぞíI一IIJ• 

形状

流量 129.6L/l血n 74. 3L/min 

O.4MPa 

"間関層圏!!II

EE圏直岡
田.?，f，iJJ1j

148.5L/min 85.0L/min 

O.5MPa 

162.5L/min 92.3L/血n

O.6MPa 

175.9L/min 99.9L/血n

O.7MPa 

189.4L/min 107.1L/min 

O.8MPa 

203‘4L/min 113.4L/min 

O.9MPa 

~と→!&竺月三笠E主主史、.

(竺一一I蛍1
4ζ子盟理軍I

212.1L/min 120.9L/min 

1.側lPa

-置置園¥1"~ . ~鴨署
園理'唖4hJEj

224. 9L/min 126.0L/min 
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5 実験2 破壊ノズ'jt).専による天井置の破壊実験

実験は、写真3に示す製作した天井面に対して、図3で示す

ように破壊ノズル停で突き上げ、天井面の破壊を行った。

写真3 天井材及びロフト等の床材の設置状況

材

0
0
4
v
N
 

単位rI1lI

図3 天井材及びロフト等の床材の破壊

(1) 天井材の破壊

ア実験方法

写真3及ひ咽4に示す天労ヰオの部分を使用し、被験者が、送

水されたホースを接続した表1に示す破壊ノズルととぴ口で下

方から突き上げ、天井材の破壊を行った。

被験者は防火服上下、

保債帽、空気呼吸器等を着

装した、身長16ucm(当庁の

採用基準値〉及び172cm(20

歳から59歳までの日本人男

子の平均句な身長1)程度(以

下、 「平均身長」という)) 

の消防職員2名とした。

イ実験設定

天井材として、厚さ5.5nmの合板を使用した9 鋼鉄製の単管

を写真3に示すように組み天労材を載せ卯伽m四方の天井面

を鮒乍した。天井面の高さは、地面から2400nmとした。

図4 天井材の設置総兄

ウ結果

破壊ノズ〉レ及びとび口での実験の様子を写真4及び写真5に

示す。

(ア) 新槍型噴霧ノスツL①、新槍型噴霧ノズJ~②及て湘型噴霧ノ

ズルで比突いた部分のみが砲醸されノズルカ宝天井材を貫通し

た(写真4参照o0 
(イ) とび口では、実験で使用した他の関耕と上撤し、天井材

が大きく裂け破壊した(写真5参照)。

(り) 破壊ノズル及びとび口のい骨肉、一回の突き刺しで天井

材を破壊することができた。

写真4 新槍型噴霧ノズル②

写真5 とぴ口

(2) ロフト等の床材の破壊

ア実験方法

前(1)同様に、写真3及び

図5に示すロフト等の床材

の部分を使用し、被験者が、

送水されたホースを接続し

た表1に示す破壊ノズ〉レと

とぴ口で下方から突き上

げ、ロフト等の床材の破壊

を行った。

被験者は、防火AU:下、保賓間、空気呼吸器等を着装した、

身長160cm(当庁の採用基準働及ひ平均身長の消防職員2名と

した。

図5 床材の設置民兄
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イ実験設定

ロフト等の床材として、厚さ 12皿の合板を使用した。錆樹君誕

の単管を写真3に示すようlこ組み、応材を載せ卸価n四方の天

井面を製作した唱天井面の高さ民地面から240白血とした。

ウ結果

破壊ノズノレ及びとび口での実験の様子を写真6及て痔其7に

示す。

破壊ノスツレ及びとび口ともに複数回突き刺しを行ったが、床

材を破壊または貫注することはできなかった。

写真6 新槍型噴霧ノズJl②

写真7 とび口

(3) 考察

ア天升材の破壊

住宅金融支援機構(旧「住宅金融公庫J)カ苛子った下公庫融

資を利用した一戸建住宅の建雛情顎に関する斑査J2)による

と、東京都の和室の天井仕上閉ま、調査した 117件中70件偽

印%)が板(合板婦であり(平成4年調査、東京都の手嘩

の天井高の平瑚白土24071l1llである(平成11特庭面。今回の

実験の結果、厚さ 5.5IIIDの合板を破壊できたことから、和室の

天井については表1に示す破壊ノズル停で破壊できると考えら

れる。

また、とぴ口は、破壊ノズルと此殺してより大きな穴を天井

に空けることが出来る。

イ ロフト等の床材の破接

住宅金融支援機構(j日「住宅金融公庫J)カ苛子った「フラッ

ト35住宅住様実態調査報告J3) 傍樹繍:平成19年)に
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よると、在来木造の 2~猷合板の厚さは、 r12皿以上""'2佃

未満j、 r2金1IIlR1:."-'2白血宋満J、 r28nJn以上Jがそれぞれ

却%前後であるa今回の実験で、厚さ 12mmの合坂を破壊できな

かったことから、在来木造のほとんどの床材に対して破壊でき

ないと考えられる。

6 まとめ

この検証明主破壊ノズ;l停の有効性を検証する上で、消火

儲色及ひ敬樹生能について検討を行った

(1) 消火性能

小屋裏等の閉鎖空間の消火においては、当該空間に多量の噴

霧肘くを広範囲に行うことが効果的であり、新槍型餓ノカレ

のように水平方向及ひ宝垂直方向の両方向への放水がなされるノ

ズル併有効である。

(2) 破壊十鵠旨

今回の検証で民検証対象とした破壊ノカL停で、一般的な

天井材の破壊カヨI能であることが検証された。一方で、ロフト

等に見られる崖恨裏の居室キ収緑樹l屋に使用される床材の破壊

については困難であることが検証されたc

7 おわりに

破壊ノズ〉レによる消火活動中、火炎怯伏の変化などにより 21

型改ノズ〉レ及びガンタイプノズルなど消防隊が通常の消火活動

で使用するノズ〉しが必要となった場合民新たにホースを延長

するか文は-l!送水を停止しノズルを交換することになる。し

たがって破漉ノズルの活用にあたっては、他のノズルへの交換

の可能性を念頭に置きながら活動することが求められる。

一方で、破壊ノズ〉レは、一定の放水流量カヰ専られるなどの消

火性能京湾突き刺しなどの破壊儲包が一部認められた唱このこ

とから一樹枕木造住宅における天井材の破壊による小屋妻k

災への対応はもとより、堆積防火災及て耀物火災などの残火処

理にこれらの性能が発揮されるものと考えられる。

また、今回の実験は、天井の裏面に断繋樹等がなし場合を想

定して行った唱中には、天井の裏面に断繋財カ激いてあり、そ

れら方言天労材を破壊した後の小屋裏への放水の妨げとなること

も考えられる。小屋動く災への対応は、そうしf胡繋財等の存

在も考慮UTうことが必要と考えられる。
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Effectiveness of various lance-type spray nozzles 
for attic fires and other fires 

Tetsuo KIDA*， Shohei NEMOTO半へ Shigeo WAT釧ABE*半

Abstract 

When using commercially available lance type spray nozzles to apply water to attics by breaking 

the ceiling surface， a study was conducted on the water discharge features and whether or not the ceiling 

was broken through. It verified that discharge features varied by the type of lance spray nozzle， and 

that it depended on the ceiling material whether or not the ceiling was penetrated. 
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